
７ 

思
い
や
り
　
人
の
や
さ
し
さ 

　
あ
た
た
か
い 

福
崎
小
学
校
５
年
　
古
川
瑞
葵 

手
を
つ
な
ご
う
　
手
か
ら
伝
わ
る 

　
メ
ッ
セ
ー
ジ 

田
原
小
学
校
６
年
　
辻
村
柑
奈 

そ
の
言
葉
　
誰
か
が
心
で 

　
泣
い
て
い
る 

八
千
種
小
学
校
６
年
　
水
田
琴
葉 

「
あ
り
が
と
う
」
　
笑
顔
満
開 

　
魔
法
の
こ
と
ば 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　
岡
本
彩
聖 

～認定こども園・保育所などに通っている児童の保護者のみなさんへ～ 

ひょうご保育料軽減制度のご案内 
　福崎町では、県の「ひょうご保育料軽減制度」を

受け、子育て家庭の支援を通じて子育てしやすい環

境づくりを推進するため、第２子以降のお子さんの

認定こども園・保育所などの利用者負担額の一部を

助成します。 

＜助成の要件＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市町村民税所得割額は、各市町の「利用者負担額の

階層を決定する市町村民税所得割額」を用います。 
 

問い合わせ先　学校教育課（内線２５２） 

＜助成対象世帯＞ 

　同一世帯で第２子以降の子どもが現在認定こども

園・保育所などに通っている世帯 

※１　国の規定に基づき、複数の子どもがいること

による優遇措置を受けている子どもについて

は、対象外とします。 

※２　子どもの結婚や就職等により該当しない場合

があります。 

＜助成する金額＞ 

　◎月額５,０００円を超える利用者負担額に対して　

　　以下を限度に助成します。 

 

 

 

 

　　※年齢は、平成２９年４月１日現在の年齢です。 

※利用者負担額が月額５,０００円以下の場合は助

成対象外です。 

該当者には平成３０年１月に申請書を提出してい
ただき、３月までの利用者負担額納付が確認で
きた後、３月末に軽減額を助成します。 

第２子 ５,０００円 

３歳未満児 

第３子以降 ６,０００円 

３,５００円 

３歳以上児 

４,５００円 

（月額） 

利用月 所得要件 

平成２９年　 
４月～８月 

平成２９年９月～ 
平成３０年３月　 

○教育（１号）認定子どものいる世帯で、
平成２８年度の市町村民税所得割額
が１６９,０００円未満の世帯 
○保育（２号又は３号）認定子どもの
いる世帯で平成２８年度市町村民税
所得割額が１５５,５００円未満の世帯 

○教育（１号）認定子どものいる世帯で、
平成２９年度の市町村民税所得割額
が１６９,０００円未満の世帯 
○保育（２号又は３号）認定子どもの
いる世帯で平成２９年度市町村民税
所得割額が１５５,５００円未満の世帯 

　本人通知制度は、住民票の写しや戸籍謄本な

どを代理人や第三者に交付した場合に、交付し

たことを本人に通知する制度で、事前に住民登

録や本籍がある市区町村での登録が必要です。 

　詳しくは町民窓口係までお問い合わせください。 

住民生活課　町民窓口係（内線３７５・３７６） 

「本人通知制度」事前登録のご案内 「本人通知制度」事前登録のご案内 「本人通知制度」事前登録のご案内 北朝鮮人権侵害問題啓発週間 北朝鮮人権侵害問題啓発週間 
１２月１０日（日）～１６日（土） 

　１２月１０日から１６日までの１週間は、『北朝鮮

人権侵害問題啓発週間』です。 

　この週間は、拉致問題や北朝鮮による人権侵

害問題について関心と認識を深めることを目的

として設けられています。 

　兵庫県警察では、拉致被害者や「拉致の可能

性を排除できない行方不明者」の方々に関する

情報を常時求めています。 

　お心当たりのある方は、下記まで情報をお寄

せください。 

　　　兵庫県警察本部　外事課 

　　　　（代表　０７８－３４１－７４４１） 

　　　福崎警察署　警備課 

　　　　（代表　２３－０１１０） 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
新
聞
折
込
ち
ら
し
を
見
て
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
無
料
体
験
を
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
仕
事
で
使

っ
た
経
験
は
あ
る
が
習
い
直
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
興
味
が

湧
い
て
中
級
コ
ー
ス
の
体
験
申
込

み
を
し
た
。 

　
受
講
内
容
は
基
礎
的
だ
っ
た
が
、

体
験
参
加
者
は
入
会
金
無
料
に
な

る
と
言
わ
れ
、
難
易
度
に
疑
問
は

感
じ
つ
つ
も
契
約
を
決
め
た
。 

　
１
回
あ
た
り
の
受
講
料
は
２
千

円
。
月
８
回
の
受
講
を
半
年
間
契

約
し
、
テ
キ
ス
ト
代
４
千
円
と
合

わ
せ
て
１０
万
円
を
現
金
一
括
で
支

払
っ
た
。 

　
翌
日
初
回
の
受
講
を
し
た
が
、

初
心
者
が
受
け
る
様
な
内
容
で
が

っ
か
り
し
た
。
解
約
し
た
い
と
事

業
者
に
申
し
出
た
が
、
辞
め
な
い

で
欲
し
い
と
引
き
留
め
ら
れ
て
困

っ
て
い
る
。
　
　
　（
４０
代
女
性
） 

〔
処
理
〕 

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
契
約
期
間

が
２
ヶ
月
を
超
え
、
か
つ
契
約
金

額
が
５
万
円
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
店
舗
に
出
向
き
契
約
し

た
場
合
で
も
契
約
書
面
を
受
け
取

っ
て
か
ら
８
日
以
内
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で

き
ま
す
。 

　
今
回
の
相
談
は
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
翌
日
の
相
談
だ
っ
た
の

で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
書
面
の

書
き
方
を
伝
え
、
特
定
記
録
郵
便

等
の
記
録
の
残
る
方
法
で
送
付
す

る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。 

　
後
日
相
談
者
か
ら
、
１０
万
円
全

額
返
金
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
も
事
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。 
 〔

ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」「
エ
ス
テ
テ

ィ
ッ
ク
」「
語
学
教
室
」「
家
庭
教

師
」「
学
習
塾
」「
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
契
約
期
間
が
長

期
間
に
わ
た
り
、
支
払
金
額
が
高

額
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
み
な
い
と
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の

判
断
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
特
定

商
取
引
法
の
「
特
定
継
続
的
役
務

提
供
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無

条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
理
由

を
問
わ
ず
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。

中
途
解
約
に
は
違
約
金
が
発
生
し

ま
す
が
、
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。（
※
表
を
参
照
。
）
契
約

す
る
際
に
必
要
と
言
わ
れ
購
入
し

た
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
関
連
商
品
も

一
緒
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
、
ま

た
は
中
途
解
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
今
年
の
１２
月
１
日
か
ら
、
「
脱

毛
」「
シ
ミ
し
わ
取
り
」
な
ど
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
施
術
す
る
美
容
医
療

に
つ
い
て
も
「
特
定
継
続
的
役
務

提
供
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
広
告
等
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認

し
た
上
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

「
困
っ
た
な
〜
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？
」
と
判
断
に
迷
う
場
合
は
、

早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

思
っ
て
い
た
内
容
と
違
う
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
や
め
た
い
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　中核センター 
　　　相談員です 

８ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

■特定継続的役務提供契約の違約金の上限額 
サービスの種類 利用開始前 利用開始後（下記のいずれか低い額） 

エステティック 

語学教室 

パソコン教室 

学習塾 

家庭教師 

結婚相手紹介サービス 

２万円 

１万５千円 

１万５千円 

１万１千円 

２万円 

３万円 

未使用サービス料金の１割または２万円 

未使用サービス料金の２割または５万円 

未使用サービス料金の２割または５万円 

月謝相当額または２万円 

月謝相当額または５万円 

未使用サービス料金の２割または２万円 

兵庫県特定（産業別）最低賃金が改正されました 兵庫県特定（産業別）最低賃金が改正されました 兵庫県特定（産業別）最低賃金が改正されました 

※最低賃金はパートタイマー、アルバイト等すべての労働者に適用されます。 

■問い合わせ先　兵庫労働局　労働基準部賃金室（　０７８-３６７-９１５４） 

適　用　業　種 時間額 
効力 
発生日 

塗料製造業 

鉄鋼業 

はん用機械器具製造業・生産用機械器具製造業 
業務用機械器具製造業 

電子部品・デバイス・電子回路製造業 
電気機械器具製造業・情報通信機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

計量機・測定器・分析機器・試験機・ 
測量機械器具製造業 

自動車小売業 

繊維工業 

各種商品小売業 

932円 

922円 

900円 
 

852円 
 

933円 

855円 
 

861円 

844円 

844円 
１０月１日から 

平成２９年 
１２月１日から 



９ 

　福崎町ともち麦産地振興協議会では、もちむぎ

ご飯をもっと手軽に、もっと美味しく食べるため

に丼レシピを募集しました。ご応募いただいた中

から２０レシピを選び、１１月４日に開催した『食

育フェア』で会場のお客様に実食していただき、

気に入ったレシピに投票をしていただきました。 

　もちむぎご飯は、どんな食材、料理にも合うご

飯だからこそ、いつも家族に好評なおかずやふだ

んのお惣菜、常備菜、地域の伝統料理をアレンジ

した素敵な丼が誕生しました。 

だれもが喜ぶ最幸傑作が誕生。 

カラダ思いの素材で、母の愛が料理からあふ

れるパーフェクトな丼になりました。 

人気投票 第１位 
梅～！骨っこ丼 

（食育サポーター） 

食べると幸せが伝染す
る！？五感を刺激する
気楽な食材の組み合わ
せは稀にみる傑作です。 

第２位 
愛してムーチョ 
（ゲラゲラー‘Ｓ） 

５つの缶詰を鍋で煮て
調味するだけ。「だれ
でもかんたんにつくれ
る」丼の完成！ 

第３位 
だれKAN丼 
（村田国宣さん） 

福崎町といえば、もち
麦と河童。ご当地メニ
ューに発展する可能性
を秘めています。 

TOYAMA賞 
河童ロコモコ丼 
（川本也美さん） 

伝統の食文化を丼にし
た気負いのない作品。
心のよりどころになる
味は大切な財産です。 

HIRANO賞 
根菜たっぷり丼 
（板坂区） 

参加者 

募 集 

　麦畑での麦ふみ体験、もち麦麺打ち体験

やもち麦づくしの昼食など、盛りだくさん

の内容で、もち麦の魅力をお伝えします。 

 

応募・問い合わせ先 

　もち麦産地振興協議会（農林振興課内） 

　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６－１ 

　　内線３１４　FAX：２２－２９１９ 

日　　時　１月２７日（土）１０：００～１３：３０頃 

参 加 費　１,０００円（食事代・お土産代含む） 

募集人数　２０人 

締　　切　１２月２７日（水） 

応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号をご記入のう

え、郵送、FAXでお申込みください。 

昼食メニュー　もち麦入りかまど炊きご飯 

　　　　　　　すいとん・地産地消温野菜サラダ ほか 



平
成
２８
年
度
福
祉
医
療
費
助
成
実
績
お
よ
び 

各
種
届
出
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

●
平
成
２８
年
度
福
祉
医
療
費
助
成
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

福祉医療費助成実績表 

医療制度 

乳幼児等 

こども 

母子家庭等 

重身障 

重精障 

老人 

高齢重身障 

高齢重精障 

精神疾患 

公費負担 

０歳～小学３年生 

小学４年生～中学３年生 

精神障害者保健福祉手帳１級 

精神障害者保健福祉手帳１級で 
低所得者 

老人医療以外の福祉医療受給者で 
特定疾患等の公費負担医療受給者 

６５歳以上７０歳未満 

身体障害者手帳１・２級または 
療育手帳Ａ判定 

精神障害者保健福祉手帳１級 

１８歳または２０歳までの子を監護する 
母子家庭等の母または父及びその子 

身体障害者手帳１・２級または 
療育手帳Ａ判定 

合　　計 

対象年齢等 
受給者数（人） １人あたりの助成額（円） 

1,637 

1,069 

212 

178 

2 

82 

169 

4 

2 

15 

3,370

33,224 

24,672 

32,422 

167,432 

8,467 

28,869 

102,431 

32,947 

177,991 

38,641 

41,009

平成２８年度 

受給者数（人） １人あたりの助成額（円） 

1,580 

996 

210 

178 

3 

93 

162 

3 

2 

12 

3,239

33,619 

23,159 

30,612 

164,102 

7,458 

36,202 

88,082 

20,909 

178,130 

35,638 

40,237

平成２７年度 

後
期
高
齢
者 

医
療
加
入
者 

１０ 

●次のようなときは必ず届出をしてください。 

・健康保険が変わったとき 

・転出するとき（医療費受給者証を返却してください） 

・生活保護を受けることとなったとき 

・住所や氏名が変わったとき 

・交通事故などによるケガで診療を受けたとき 
 

問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５６） 

学校管理下でのケガにより医療機関等で

受診されるときは、健康保険証のみ提示

し、自己負担してください。自己負担し

た医療費については災害共済給付制度を

ご利用ください。 

―人間ドック助成のご案内― 年に1度　健康チェックを受けましょう 年に1度　健康チェックを受けましょう 年に1度　健康チェックを受けましょう 

助成対象者 

検査場所 

検査料・助成額 

（1年度1回限り） 

申込方法 

検査当日、福崎町に住所があり、次のいずれかに該当する方 

・国民健康保険被保険者で満３５歳以上の方 

・後期高齢者医療被保険者の方 

・健康保険の被扶養者で満３５歳以上の方 

※年齢はいずれも平成２９年４月１日現在 

【注意】今年度に町ぐるみ健診を受けられた方は対象となりません。 

検査料…３７，０００円（税抜） 

助成額…２５，９００円（上限） 

公立神崎総合病院、城谷医院、アキタケ診療所、平野病院 

※他の医療機関で受けられた場合も一部助成対象となります。 

希望する医療機関に予約後、印鑑と被保険者証を持参のうえ、健康福祉課で助成申

請の手続きをしてください。 

※脳ドックの助成制度もあります。 
問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５５・３５６） 



農業委員会

農業委員会 
だより 

と　き　平成３０年１月２０日（土）１０：００～１６：００ 

ところ　じばさんびる（姫路市南駅前町１２３） 

　　　　※参加費無料、申込不要、入退場自由です。 

内　容 

◆セミナーⅠ部（１１：００～１２：００） 

　　　　　Ⅱ部（１４：００～１５：００） 

①就農ガイダンス 

新規就農の手順や支援施策等の紹介 

②先輩農家による就農体験談 

就農の心構えや成功するためのヒントにつ

いて講演します。 

※講演後には先輩農家を交えたディスカッ

ションの時間も設けます。 

◆個別相談（１０：００～１６：００） 

　新しく農業を始めたい方や農業法人等で農

業体験をしたい方、研修を受けたい方に向け

に個別相談を実施します。中播磨地域への移住・

定住についての相談も同時に実施します。 

問い合わせ先 

　兵庫県中播磨県民センター 

　姫路農業改良普及センター経営課 

　　０７９－２８１－９３３８　FAX０７９－２８１－９２５０ 

　メール　himejink@pref.hyogo.lg.jp

就農希望者セミナー・相談会 
in 中播磨 ２０１８ 参加者募集 　９月２９日

に西光寺の

姫ヶ池、１０

月１２日に板

坂の口池で、

ため池教室が開催されました。 

　主催者は、それぞれ西光寺自治会と板坂自治会 

で、田原小学校の３年生、高岡小学校の３、４年

生が招待されました。ため池の仕組みや生息する

生き物について学んだり、実際にため池の中に入

って、泥だらけになりながら魚を捕ったりしました。

大きな魚はみんなで協力して捕まえました。 

『ため池教室』開催！ 

ため池は、憩いの場であるとともに危険も潜ん
でいます。ため池には必ず大人といっしょに行
くようにしましょう。 

１１ 

　
１０
月
１９
日
、
神
河
町
大
河
内

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
神
崎
郡

３
町
に
よ
る
神
崎
郡
農
業
委
員

会
協
議
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

郡
内
各
町
の
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
出
席

し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
神
崎
郡
農
業
委
員
会

協
議
会
廣
納
会
長
、
続
い
て
神

河
町
の
山
名
宗
悟
町
長
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
そ
の
後
、
猪
名

川
町
農
業
委
員
会
の
大
下
章
会

長
よ
り
「
地
域
と
密
着
し
た
農

業
委
員
会
活
動
」
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
昨
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
が
農
業
委
員
会
の
必
須
業

務
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
昨
年
度

か
ら
新
体
制
と
な
っ
た
猪
名
川

町
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
、
様
々
な
情
報
提
供

が
あ
り
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
資
質
向

上
に
有
用
な
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
通
じ
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
知
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
行

い
、
地
域
農
業
の
発
展
に
努
め

て
い
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
農
業
委
員
会 

（
農
林
振
興
課
内
・
内
線
３
１
３
） 

神
崎
郡
農
業
委
員
会 

協
議
会
研
修
会
　
開
催 

西光寺：姫ケ池 

板
坂
　
口
池 

：
 

（農林振興課） 



　
先
月
号
ま
で
、
松
岡
兄
弟
の
両

親
と
祖
父
母
に
つ
い
て
お
話
し
て

き
ま
し
た
。
松
岡
兄
弟
を
取
り
巻

く
人
々
の
お
話
。
最
後
は
松
岡
家

と
縁
が
深
い
、
中
川
家
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。 

　
『
故
郷
七
十
年
』
や
『
故
郷
七

十
年
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、
中
川
家

は
丹
波
か
ら
川
辺
（
現
在
の
市
川

町
川
辺
）
に
移
り
住
み
、
代
々
医

者
や
学
者
を
輩
出
し
て
き
た
家
で

し
た
。
こ
の
家
に
生
ま
れ
た
中
川

主
水
は
、
後
に
医
者
と
な
り
網
干

（
現
在
の
姫
路
市
網
干
）
で
開
業
。

同
地
で
妻
を
娶
り
、
４
人
の
子
ど

も
を
も
う
け
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

末
子
の
清
五
は
、
紆
余
曲
折
を
経

て
、
至
と
改
名
し
、
松
岡
家
の
養

子
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
清
五
の

姉
は
、
川
辺
の
中
川
家
に
嫁
ぎ
、

二
人
の
男
の
子
を
産
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
届
け
ず
に
、
夫
は
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
妻

は
夫
の
弟
子
で
あ
っ
た
周
節
を
養

子
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す

る
ま
で
、
医
者
を
営
ま
せ
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
二
人
の
実
子
は
医

者
と
な
り
、
一
人
は
井
上
家
の
養

子
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
井
上

通
泰
の
養
父
、
井
上
碩
平
。
つ
ま

り
、
松
岡
兄
弟
の
父
操
と
碩
平
は

従
兄
弟
同
士
の
関
係
に
な
り
ま
す
。

（
「
生
家
の
祖
父
、
真
継
立
斎
の

こ
と
」
「
中
川
・
井
上
・
松
岡
三

家
の
関
係
」
） 

　
一
方
、
周
節
は
中
川
家
の
二
人

の
子
ど
も
が
成
長
し
た
後
、
分
家

し
ま
す
。
そ
し
て
、
周
節
の
子
ど

も
も
ま
た
、
医
者
を
目
指
し
て
上

京
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
松
岡
兄
弟

の
義
理
の
又
従
兄
弟
、
中
川
恭
次

郎
で
す
。 

　
恭
次
郎
は
、
医
業
を
学
ぶ
か
た

わ
ら
、
文
芸
活
動
に
も
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
、
多

く
の
文
化
人
が
集
っ
て
い
た
井
上

通
泰
の
自
宅
に
出
入
り
し
、
通
泰

が
主
催
し
て
い
た
南
天
荘
同
人
会

で
も
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
。

ま
た
、
國
男
も
寄
稿
し
た
こ
と
の

あ
る
文
芸
雑
誌
『
文
学
界
』
の
編

集
に
も
携
わ
り
、
自
宅
を
発
行
所

に
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自

身
も
歌
や
文
章
を
発
表
し
、
『
文

学
界
』
の
姉
妹
雑
誌
で
あ
る
『
女

学
雑
誌
』
に
、
松
岡
兄
弟
の
祖
母
、

小
鶴
に
つ
い
て
の
小
伝
を
載
せ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
医
学
の
知
識

が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
に
も
堪
能
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
忙
し
い
医
者

や
文
才
の
な
い
医
者
に
代
わ
っ
て
、

ド
イ
ツ
医
書
の
翻
訳
や
医
学
書
の

代
筆
な
ど
も
引
き
受
け
て
い
た
よ

う
で
す
。 

　
ち
な
み
に
、
國
男
や
通
泰
か
ら

も
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
多
方

面
に
わ
た
っ
て
活
躍
を
し
て
い
た

恭
次
郎
で
す
が
、
ど
う
い
う
わ
け

か
「
医
者
の
試
験
だ
け
は
ど
う
し

て
も
通
ら
な
か
っ
た
」
の
だ
と
か

…
。（
「
『
文
学
界
』
へ
の
寄
稿
」

「
明
治
女
学
院
と
播
州
人
」
） 

　
と
こ
ろ
で
、
松
岡
兄
弟
の
母
、

た
け
は
、
布
佐
（
現
在
の
千
葉
県

我
孫
子
市
）
か
ら
上
京
中
に
、
脳

卒
中
で
倒
れ
、
こ
れ
が
原
因
で
亡

く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
滞
在

し
て
い
た
の
は
、
恭
次
郎
の
自
宅

で
し
た
。
上
京
の
話
を
聞
い
た
恭

次
郎
が
、
何
か
と
便
利
だ
か
ら
中

川
家
に
泊
ま
る
よ
う
に
と
勧
め
た

の
だ
そ
う
で
す
。 

　
親
類
縁
者
の
い
な
い
関
東
に
移

り
住
ん
だ
松
岡
家
の
人
々
に
と
っ

て
、
直
接
の
血
縁
関
係
が
な
い
と

は
い
え
、
身
近
に
あ
っ
て
何
か
と

世
話
を
焼
い
て
く
れ
る
恭
次
郎
の

存
在
は
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
家
と
中
川
家 

第３１話 

し
ゅ
う
い 

し
ゅ
う
せ
つ 

み
ち
や
す 

せ
き
へ
い 

い
　
と
　
こ 

き
ょ
う
じ 

ろ
う 

な
ん
て
ん
そ
う 

こ
つ
る 

ふ
　
さ 

も
ん
ど 

あ
ぼ
し 

め
と 

せ
い
ご 

い
た
る 

か
わ
な
べ 

１２ 


